
永寧王の系譜 とその投下領

村岡 倫

はじめに

当共 同研 究 は 、今 回 の科 学研 究 費 補助 金 を受 け る以前 か ら石 刻 資 料 を読 む会 を

継続 して きた。2002年2月23日 に羽 田記 念館(現 京 都 大学 文 学研 究科 ユー ラ シア

文 化研 究セ ン ター)で 開催 され た研 究集 会 にお い て 、 北京 大 学 図 書館 と香 港 中 文

大 学 文物館 が共 同で2001年 に発刊 した 『中国 古代 碑 帖拓 本』 に拓 影 が掲 載 され て

い る 「正宗 弘法 大 師 大名 僧 録 慶公 功 行 之 碑 」[PP.137-138]の 検 討 を行 な った。 同

碑 は 首題 が 「正宗 弘 法 大師 大名 僧録 慶 公 功行 之 碑 」、額 題 は 「正宗 弘 法 大師 大名 僧

録 少林 功 行 之碑 」とな って お り、大 元 の至 治2年(1322)11月 吉 日立石 に かか る。

全 体 で30行 、本 文 は1行 に60字 あ る。図版 解 説 に よれ ば 、拓 本 の縦 は299cm、 横

115cmで あ る とい う。

集 会 の際 には 参加 者 が 同碑 全 体 の録 文 ・訓 読 につ い て意 見 を 出 し合 った が 、 そ

の掲載 は別 の機 会 に譲 る こ とに して 、 本稿 で は、 この碑 文 に載 る二 人 のモ ン ゴル

諸 王 に注 目 し、彼 らの 系譜 と碑 に記 され る内容 の意 義 つ いて 考 え てみ た い と思 う。

1ク ビラ イの庶 弟 モ ゲの息 子 た ち

同碑 は1246年 に少 林 寺 の僧 で あ る雪庭 に、父 と共 に弟子 入 りした慧慶 の功 業 を

記す もの で あ る。慧慶 は1259年 に少 林 寺 の侍僧 とな り、 さ らに 父 と共 に各 地 の 寺

院 に住 した 後 、1264年 には少 林寺 に戻 っ た。 そ の後 、1287年 に嚢 陽僧 録 を受 け、

任期 が満 ちた 後 に は 大名 僧録 に遷 るな ど、 い くつ か の官 職 を歴 任 し、都 へ 上 った

こ と もあっ た。1296年 には 宣政 院 に推 薦 され 、漸西 総 統 に任ぜ られ て い る。1304

年 に再 び少 林 寺 に戻 る こ とにな る が、 同碑 の21行 目40字 目か ら、そ の こ とが記

され 、 そ こか ら23行 目に か けて の文 に 二人 の モ ン ゴル 諸 王 が登 場す る。

甲辰 夏 、 塔 失 帖木 児 王 有 旨留 少 林 。 庚 戌 、復 如 京 師。 為 雪庭 請 論 碑 銘 壁護 持

院 門事。 武 宗皆 賜 之 。 辛 亥 夏 、迭 授 伯顔 帖 木児 王 旨、加 今 号 、領 洛 陽 西 白馬

寺 ・竹 林 ・奉先 ・雲渓1。

慧 慶 は 、 甲辰 の年(1304)、 ダ シ ュ ・テ ムル 王 の令 旨に よっ て 、少 林 寺 に 戻 り、

留 ま る こ とに な っ た。 庚 戌 の年(1310)に は再 び都 に上 った が 、 それ は、 す で に

1275年 に他 界 して い る師 の雪 庭 の た めに 、朝 廷 に論 と碑 銘 を賜 る こ とを願 い、 カ

ア ンの聖 旨 に よ って少 林 寺 を護 持 せ ん こ とを請 うた め で あ った。 時 の カ ア ン、武

1『 欽 定 大清 一 統志 』(四 庫 全 書本)巻163
、 河 南府 、2、 古蹟 洛 陽故城 に 「雲渓 観 〔在洛 陽 県北 。

河 南通 志 、 即今 三 井洞 。 宋郡 康節 賞 夏 処雲 渓 観 、即 此 是也 。 〕」 とあ り、宋 代 に雲 渓観 が あ った

こ とが記 され てい る。この 史料 につ いて は 当共 同研 究の メンバ0で あ る渡邊 久 か ら教 示 を受 け た。

本稿 作成 に 当た っ ては 、渡 邊 には そ の ほか に も貴重 な助 言 をい た だい た。 ま た 、同 じく当共 同研

究 の メ ンバー の松 田孝 一 、松 川 節 、石刻 資料 を読 む会 の 古 くか らの メ ンバー で あ る宇 野伸 浩 に も

多 くの 教示 を得 た。 記 して感 謝 の意 を 表わ した い。

1



宗 カイ シ ャ ンは そ の請願 をす べ て認 め た よ うで あ る。 翌 辛 亥 の年(1311)の 夏 、

バ ヤ ン ・テ ムル 王 の令 旨を授 け られ 、 弘法 大 師 の 号 を加 え られ た。 そ して 、洛 陽

古 城 西 の 白馬 寺 、竹 林 寺?、 龍 門 石窟 の近 くにあ る奉 先 寺 、雲 渓 観 な どを領 す る

こ とにな った とい う。

通 常、 諸 王 の令 旨が発 せ られ る対象 は、 そ の諸 王 が 権 益 を持 っ 分 地 内の 寺院 や

道観 な どで あ る。 少 林 寺 ・白馬 寺 ・奉 先寺 は現 在 もよ く知 られ る名 刹 で あ り、大

元時 代 の行 政 区画 で言 えば河 南府 路 内 に あ る。『元 史』巻95、 食 貨 志 、歳 賜 、モ ゲ

(末寄)大 王 の位 に、

五 戸 糸糸、丁 巳年(1257)、 分R河 南府 五 千 五 百五 十 二戸。

とあ る よ うに、この地 は 、トル イ の庶 子 モ ゲの 一族 に与 え られ た投 下領 で あ った。

『元史 』 巻107、 宗室 世 系表 は、 モ ゲ家 の 系譜 を次 の よ うに伝 え てい る。

1末 寄1昌 童大王i伯 帖木児大王1永 寧王伯顔木児

「正 宗 弘 法 大師 大名 僧 録 慶 公 功行 之碑 」 に記 され て い る 「伯 顔 帖 木 児 王」 す な

わ ちバ ヤ ン ・テ ムル は 、河 南 府 路 内 に影 響 力 を持 っ てい る こ とか ら、モ ゲ 家 の諸

王 で あ る こ とが想 定 され 、宗 室 世 系表 にモ ゲ の曾 孫 と して記 され る 「永 寧 王伯 顔

木児 」(「顔 」 の次 に 「帖 」 の字 を脱 して い る)に 比 定 で き よ う。

さて 、モ ゲ 自身 に関 して、ペ ル シア語 史 料 で あ るラ シー ド・ア ッデ ィー ンの 『集

史』に よれ ば、彼 の母 親 は ク ビライ の 乳母 で あ り、言 わ ば二 人 は乳 兄 弟 で あ った2。

1259年 、彼 は、南 宋遠 征 途 上 、当時 大 カ ア ンで あ った 兄モ ンケ と同 じ陣 中 にあ り、

モ ンケ が急 死 した こ とを い ち早 く ク ビライ に 知 らせ た。 ま た 、そ の 直 後 に 起 こっ

た ク ビライ とア リク ・ブ ケ との 帝位 争 い で は 、 ク ビライ側 に あ って 右 翼 軍 団 を と

りま とめ る働 き を した が 、 中統 元年(1260)の ク ビライ即 位 後 、 間 もな く急 死 し

て い る。 ク ビライ は そ の子 昌童 を永 寧 王(河 南府 に ちな ん だ王 号)に 封 じて 、父

モ ゲ の功 に 報 い てい る3。屠 寄 は 、す で に 『蒙 兀児 史 記』 巻148、 施 雷(ト ル イ)

汗 諸子 世 系 でモ ゲ家 の系 譜 を考 証 してお り、 昌童 に永寧 王 を補 って い る。

ま た、屠 寄 は 、『元史 』 に散 見す る ダ シュ ・テ ムル とい う人 物 をモ ゲ家 の諸 王 と

して、抱 雷 汗 諸子 世 系 に付 け加 えた。 同碑 に見 え る も う一 人 の諸 王 、 「塔 失 帖木 児

王 」も河 南 府 路 内 の少林 寺 に影 響 力 を持 って い る こ とか ら、このモ ゲ家 の ダ シ ュ ・

テ ムル で あ る こ とは 間違 いな い。 その 他 、 昌童 の子 と して記 され る伯 帖木 児 に も

永 寧 王 を補 うが 、 これ に関 す る屠 寄 の 根拠 は後 述 す る と して 、屠 寄 の 記す 系譜 を

示す と、 次 の よ うに な る。

2Rasidal-VDinGami`al -Tavarih ,mss.lstanbulT・pkap1Saray1MUzesiKUtUphanesi,Revan1518.

[GTS.f.199b.」

3杉 山 正 明 「モ ン ゴ ル 帝 国 の 変 容 一 ク ビ ラ イ の 奪 権 と 大 元 ウ ル ス の 成 立 一 」 『モ ン ゴ ル 帝 国 と 大 元

ウ ル ス 』 京 都 大 学 学 術 出 版 会 、2004年 、p.108(原 載 は 「ク ビ ラ イ 政 権 と 東 方 三 王 家 一 郷 州 の 役

前 後 再 論 一 」 『東 方 学 報 』54、1982年)。 王 揮 『秋 澗 先 生 大 全 文 集 』 巻81に 載 る 「中 堂 事 記 」 中 、

中 統2年(1261)5月9日 庚 午 の 条 に 「皇 弟 摩 再(モ ゲ)世 子 昌 童 、 封 永 寧 王 。 イ乃改 父 王 玉 宝 為

金 印 」 と あ る 。
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末寄 永寧王昌童 永寧王伯帖木児 永寧王伯顔帖木児

塔失鉄木児

一方
、ペ ル シア語 史料 を見 る と、『集 史』 トル イ ・カ ン紀 は モ ゲ家 の系譜 に関 し

て 、本 文 と表 の2箇 所 で 、チ ン トム(す なわ ち昌童)、 エ ブ ゲ ン、ボ ラ ドの3人 の

息子 を記す4が 、『五分 枝 』、『高 貴 系譜』 な どの系 譜集 で は 、モ ゲ の息 子 を4人 載 せ

て い る(長 幼 の順 は、『五 分枝 』 で はチ ン トム、エ ブ ゲ ン、 ダ シ ュ ・テ ムル 、ボ ラ

ド5、『高貴 系 譜』で は、チ ン トム 、ボ ラ ド、エ ブゲ ン、ダ シ ュ ・テ ムル6)。 屠 寄 は 、

上記 の よ うに 、 昌童 の息 子 、 つ ま りモ ゲ の孫 と して伯 帖 木 児 の左 に塔 失 鉄 木 児 を

付 け加 えて い るが 、実 際 は 、 ダ シ ュ ・テ ムル はモ ゲ の子 で あ り、 昌童 の弟 とい う

こ とにな る。

昌童 の 永寧 王在 位 はひ じょ うに長 い。 中統 元年(1260)に 王号 を与 え られ 、そ

の42年 後 の大 徳6年(1302)、 済南 王(チ ンギ ス ・カ ンの弟 カチ ウン家 の 王 号、

この時 の 済 南 王 は カチ ウンの曾 孫 エ ジル)を 謳 告 したか どに よ り軍 中請 置 とい う

処罰 を受 け7、 さ らに許 され 、大都 に帰 っ て くる大 徳7年(1303)ま で は生存 して

い た こ とに な る。

昌童 の都 へ の帰 還 を、『元 史』巻21、 成 宗 本 紀 、大徳7年 閏5月 己巳の 条 は次 の

よ うに記 して い る。

以諸 王 李 羅 ・真 童(昌 童 と同 じ)皆 討賊 有 功 、徴 詣京 師 。

こ こには 、 昌童 と共 に都 に帰 還 して き た諸 王 と して李 羅 とい う人 物 が記 され て い

る。 実 は 、彼 も昌童 が 証告 の罪 に 問 われ 軍 中 に請 置 され た 翌 月 、 同 じよ うに四川

のバ ラ ク(八 刺)の 軍 中 に言商置 され て い る8。 昌童 が言商置 され た の は劉 国傑 の 軍 中

で あ った。 劉 国傑 は 当時湖 広 行省 の平 章 で あ ってイ ェケ ・ブセ 征 討 に たず さわ っ

て いた。 イ ェ ケ ・ブ セ は湖 広 行省 の西 端 に あ り、す ぐ北 は 四川 行 省 で あ る。 昌童

とボ ラ ドは 同時 期 に同 じ方 面 へ 出征 し、功績 をあ げて 罪 を許 され 、 同 時 に帰 って

きた こ とにな る。昌童 とほぼ行 動 を同 じ く してお り、この李羅 は、『五分 枝 』や 『高

貴系 譜』 に記 され て い るモ ゲの諸 子 の一 人 、 ボ ラ ドで は な い だ ろ うか。 李羅 とい

う人物 は、『元史』 に多 くの 同名 異 人 が記 され てい る。 しか し、他 で 明確 に モ ゲ家

の ボ ラ ドと判 断 で き る人 物 は いな い。

『集 史』 に モ ゲの第2子 と して記 され るエ ブ ゲ ン も事 情 は 同 じで あ る。 エ ブゲ

ン と言 え ば、 この時期 、1287年 に起 こった 「ナ ヤ ンの乱 」 に呼 応 したエ ブ ゲ ンが

お り、彼 が チ ン ギス ・カ ン の庶 子 コル ゲ ンの 曾孫 に 当た る こ とが よ く知 られ てい

4[GTS .f.176b,f.177b]

5Su`ab -iPangganamss .IstanbulTopkapiSarayiMiizesiKutuphanesiAhmet2937.

[Su`ab.f.129b]

6Mu'izzal-Ansab ,MS.Paris,BibliothequeNationale,Ancienfondpersan67.[Mu'izz.ff.48a-48b]

7『 元 史 』 巻20 、 成 宗 本 紀 、 大 徳6年 正 月 己 未 「以 諸 王 真 童 証 告 済 南 王 、 講 置 劉 国 傑 軍 中

自 数 」

8『 元 史 』 巻20
、 成 宗 本 紀 、 大 徳6年2月 庚 午 「言商 李 羅 於 四 川 八 刺 軍 中 自 数 」
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る。他 に も多 くの 同名 異 人 が いて 、 あ るい は そ の 中 にモ ゲ家 のエ ブ ゲ ンが い るの

か も しれ ない が 、今 の と ころ確 実 な こ とは言 えな い。

Hモ ゲ の 後喬 バ ヤ ン ・テム ル とバ イ ・テ ム ル

「正 宗 弘 法大 師 大 名僧 録 慶 公 功行 之碑 」 に 見 え る 「伯 顔 帖 木 児 王 」 が モ ゲ家 の

永寧 王 バ ヤ ン ・テ ムル で ある こ とは前述 の通 りで あ る。 しか し、『元 史』 宗 室世 系

表 に、そ の 父 と して記 され る 「伯帖 木 児」 の存 在 につ い て は 、『元 史』 を初 め とす

る各 史 料 か らは確 実 な裏 付 け が取 れ な い。 伯 帖 木 児 とい う人物 は 『元 史』 に同名

異人 が 散 見 す るが 、特 にナ ヤ ンの 反 乱軍 や カ イ ドゥの軍 と戦 っ た キ プチ ャ ク人伯

帖木 児 は 、『元 史』巻131に 列伝 が立 て られ て い るな ど、著名 な人 物 で あ る。 この

人物 が トル コ系 キ プ チ ャ ク人 とい うこ とを考 えれ ば 、お そ ら く伯 帖 木 児 は バ イ ・

テ ムル と読 む の で あ ろ う。 言 うまで もな く、テ ム ル はモ ン ゴル語 で 「鉄 」 とい う

意 味で あ るが、 トル コ語 で も 「鉄 」 は 、最 も古 い 突豚 碑 文 で はTamirで あ るが 、

モ ン ゴル 時代 の ウイ グル 文契 約 文書 で は 、Tamurも 等 し く使 われ て い る9。そ して 、

バ イBayは トル コ語 で 「富」 を意 味す る(周 知 の如 く、8世 紀 、モ ン ゴル高原 に

建設 され た ウイ グル の都 城 バ イ ・バ リクは 「富 貴城 」と訳 され る)。 実 は、バ ヤ ン ・

テ ムル の バヤ ンBayanも モ ン ゴル語 で 「富」 を意 味 して い る。 つ ま り、バ イ ・テ

ムル とバ ヤ ン ・テ ムル は全 く同 じ意 味 とい うこ とに な る。 永寧 王バ ヤ ン ・テ ムル

は、 トル コ語 でバ イ ・テ ムル と言 われ る こ ともあ った の では な いだ ろ うか。『元 史』

宗 室世 系 表 が 不 十分 かつ 杜撰 で 、疎 漏や 誤 謬 が 多 い こ とは よ く知 られ て い る。 編

纂者 が 、一 人 の 人 間 を 、表記 の違 い か ら違 う人 物 と考 え、 二 人 に 分 け て記 して し

まった の で は ない か。

『五 分枝 』や 『高 貴 系譜 』は 、モ ゲの一 族 に 関 して 、チ ン トム の息 子 を前 者 は4

人(娘 を2人)、 後者 は3人(娘3人)載 せ て い るloが 、そ の 中 にバ ヤ ン ・テ ム ル

は い な い。 しか も、 それ ぞ れ記 述 は次 の世 代 に及 ん でお らず 、 チ ン トム の孫 に バ

ヤ ン ・テ ムル が い た の か ど うか もわ か らな い。 た だ 、や は り永寧 王位 を継 承 して

い るこ とか ら、『元 史』 宗室 世 系表 の言 うよ うに、 昌童す なわ ち チ ン トム の系統 で

あ った 可能 性 は 高 いだ ろ う。『五 分枝 』、『高 貴 系譜 』 を信 じれ ば 、チ ン トムの子 に

バ ヤ ン ・テ ム ル の名 は ない の で、や は り孫 とい うこ とに な ろ うか。 「昌童 」の 孫 に

「永 寧 王 伯顔 木児 」 を置 く 『元史 』 宗 室世 系 表 は 、 この点 に 関 して は正 しい こ と

に な る。 も ち ろん 、断 定 は で き ない。 しか し、 昌童 の永 寧 王 在位 が長 か った こ と

9こ れ につ い て は森 安 孝 夫か ら教示 を得 た
。感謝 の意 を表 わ したい。山 田信 夫 著 、小 田壽 典[ほ か]

編 『ウイ グ ル文 契約 文書集 成 』1～3、 大阪 大 学 出版 会 、1993年 、 参 照。

10[Su`ab .f.129b]、[Mtノ`たr」=。ff.48a-48b10

『五 分枝 』 に載 せ る息子 の うち1人 は シー リー ン と言 い 、「ジ ャラ イル タイ に 与え られ た 」 と明

らか に女 性 を受 け取 れ る コ メ ン トが な され て い るC,娘 に もシー リー ン が い るの で 、 息、1と され

る シー リー ンは誤 りで あ ろ う。『高貴 系譜 』 が 記す3人 の 息子 の 中 に シー リー ンは い ない が 、娘

に シー リー ン を2人 記 して い る。 二 つ の系譜 集 を踏 ま えれ ば、 モ ゲの 子 は 、正 し くは息 子 が3

人 、娘 が2人 とい うこ とにな ろ うか。 具体 的 な名 は後 述。
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を考 えれ ば 、彼 の後継 者 が孫 で あ った こ とも首 肯 で き る こ とで は あ る。 同 じ く在

位 が長 か った 大 カ ア ンの ク ビライ 、 チ ン ギ ス ・カ ンの末 弟 テ ム ゲ ・オ ッチ ギ ン ら

も、 そ の後 継者 はそ れ ぞれ 孫 のテ ムル 、 タガ チ ャル で あった とい う例 もあ る。

さて 、す で に述 べ た よ うに、 屠 寄 は、 昌童 の 子 と され る伯 帖 木 児 に永 寧 王 を付

け加 えて い る。そ の根 拠 は以 下の 通 りで あ っ た。永寧 王 に 関 して は、『元史』巻28、

英 宗本 紀 、至 治3年(1323)7月 丙辰 に、

永寧 王 卜鉄 木 児 為不 法 、命 宗正 府 及近 侍 雑 治其傅 。

とい う記 事 が あ り、 ここに記 され る 「永 寧 王 卜鉄 木児 」 は 、『元 史』 宗室 世 系表 に

昌童 の 子 と して記 され る 「伯 帖木 児 」 で あ る。 父 昌童 が証 告 の罪 に問 われ た が、

大 徳7年(1303)に そ の罪 を許 され た こ とに よって 、後 に そ の子伯 帖 木 児 が永 寧

王 を継 ぐこ とが で きた。 英宗 本紀 に記 され る 「卜鉄 木 児 」 の 「卜」 は 、 「伯 」 と同

音 なの で 、結 局 は 「伯鉄 木 児 」 の こ とで あ り、宗 室 世 系表 に あ る 「伯 帖木 児 」 と

同一 人物 で あ る。 よ って彼 に永寧 王 を補 う。 以 上 が 屠 寄 の 主張 で あ る。 これ に対

して 、 中華 書 局 の評 点本 『元 史』 は 、英 宗本 紀 の 「永寧 王 卜鉄 木 児 」 に 関す る校

勘 記 で 、『元 史』 巻108、 諸 王表 の永寧 王 の項 に 「卜顔 鉄 木児 」 の名 が あ る こ とか

ら、英 宗本 紀 の 「卜鉄 木 児」 は 「顔 」の 文字 が脱 して お り、本 来 は 「卜顔 鉄 木 児 」

が正 しい と したll。 もち ろん 、永 寧 王バ ヤ ン ・テ ムル の こ とで あ る。

この 問題 に 関 して は 、前 述 の 通 り、バ ヤ ン ・テ ムル がバ イ ・テ ム ル と同一 で あ

る な らば、特 に こだわ る必 要 は ない だ ろ う。英 宗 本紀 の 「永寧 王 卜鉄 木 児 」は 、「顔 」

を脱 してい るの か、あ るい は 「バ イ ・テ ムル 」 と呼ん で い るの か 、いず れ にせ よ、

モ ゲ家 の永 寧 王バ ヤ ン ・テ ムル で あ る こ とに 間違 いは な い。

また 、『元 史』 巻23、 英 宗本 紀 、至 大3年(1310)正 月 乙 巳の条 に も、

去歳 朝 会 、諸 王 伯鉄 木 児 ・阿 刺鉄 木 児 並金 二百五 十 両 ・銀 一 千 両 ・紗 四 百錠。

とあ って 、 こ こに も 「伯鉄 木 児 」バ イ ・テ ムル が 見 え る。 この記 事 は 、 「正宗 弘 法

大師 大名 僧 録慶 公 功 行 之碑 」に あ るバ ヤ ン ・テ ムル 王 の令 旨が発令 され た1311年

の前 年 の記 事 で あ り、 これ も永 寧 王バ ヤ ン ・テ ムル で あ ろ う。 同時 に記 され る阿

刺 鉄 木 児 とい う人 物 は 、『五分枝 』、『高貴 系譜 』 を通 観 してみ る と、 ク ビライ と帝

位 を争 って敗 れ た ア リク ・ブ ケの 子 ナ イ ラ ウ ・ブ カ の子 にア ラ ・テ ムル とい う人

物 が記 され て お り12、あ るい は これ に 当た るか。他 に は この名 の諸 王 は見 当た らな

い。 阿刺 鉄 木 児 は 、後 の天 暦 の 内乱(1328年)の 折 りに上 都 派 の重 要 人物 と して

登場 す る。 彼 が ア リク ・ブ ケ家 の 諸 王 で あ る な らば 、そ れ と並 ん で金 銀�jを 賜 う

諸 王 と して 、 同 じ く トル イ 系 のモ ゲ 家 の諸 王 バ ヤ ン ・テ ムル はふ さわ しい と言 え

よ う。

皿 モゲ家諸王の王号 と投下領の細分化

昌童 が 、大 徳6年(1302)に 済 南 王証 告 の罪 に 問 われ 、軍 中諦 置 の 処罰 を受 け

た こ とは、前 述 の 通 りで あ る。屠 寄 は、証 告 の事 件 はす で に大徳4年(1300)正

ll評 点 本 『元 史 』3
、P.28,校 勘 記20。

12[Su`ab
.f.129b],[Mu`izz.f.60a]o
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月以 前 に発 覚 して いた と した。 そ の根拠 は、『元 史』 に あ る次 の三 つ の記 事 で あ っ

た。

① 大徳4年(1300)正 月 癸卯[巻20、 成 宗 本 紀]

賜 諸 王 塔失 鉄 木 而金 印。

② 大徳6年(1302)正 月庚 戌 の条[同 上]

増 諸 王塔 赤 鉄木 而 歳 賜銀 二 百五 十 両雑 幣 百 匹。

③ 大徳7年(1303)5月 乙卯 の条[巻21、 成 宗本 紀]

以 昌童 河 南府 歳 賜 五 戸糸糸分 給諸 王塔 失 鉄 木 而。

① で 、ダ シ ュ ・テ ムル が賜 った金 印 とい うの は永 寧 王 の印 で あ る と屠 寄 は考 え、

昌童 が罪 を犯 した とい うこ とで 、 永寧 王位 とも どもそ の 配 下 の軍 の統 率 権 をダ シ

ュ ・テ ムル に譲 った の だ ろ うと した。 しか し、 この時 には ま だ 昌童 の量刑 は 決 定

して お らず 、2年 後 の 大徳6年 正 月 に至 って初 め て軍 中言商置 が決 定 した(注7参 照)

と屠 寄 は考 え 、そ れ に 関連 して 、② の よ うに 、 ダ シ ュ ・テ ムル へ の歳 賜 を増 額 す

る記 事 が あ り、③ 翌 年 に は ダ シ ュ ・テ ムル に 対 して、 モ ゲ家 の投 下 領 河 南府 の五

戸 糸糸が分 給 され た とい う記事 が あ る と した。 そ して、 大徳7年 閏5月 に昌童 が軍

功 あっ て都 に戻 って きた ので 、 旧印 が返 され 兵権 も復 活 し、後 に 、伯 帖 木 児 が王

位 を継 いだ と考 えて い る よ うで あ る。

しか し、伯 帖 木 児す な わ ちバ イ ・テ ム ル が 、バ ヤ ン ・テ ムル と同 一 人物 で あ る

可能 性 が あ る こ とは これ まで 述 べ て きた 通 りで あ る。 それ に もま して 、 屠 寄 は 、

ダ シ ュ ・テ ムル が 永寧 王 を継 承 した と言 うが 、『元 史』諸 王 表 で は、彼 は無 国 邑名

の項 に記 され てお り13、ダシ ュ ・テ ムル が 永寧 王 で あ ったす る考 えは成 り立 た ない。

無 国 邑名 の 実体 につ い て は、今 後 も検 討 が 必 要 で あ る と思 うが、 無 国 邑名 とい う

王号 は 、あ くまで封 号 が ない とい うこ とで あ って 、王号 を伴 うこ とは あ り得 な い。

事 実 、 ダ シ ュ ・テ ムル を永寧 王 とす る史料 は見 当 た らな い。

永 寧 王 は第3ラ ンクの 金印 駝紐 の印 を持 つ。ダシ ュ ・テ ムル も諸 王表 に よれ ば、

無 国 邑名 とは言 え、 同 じ金 印駝 紐 に ラ ン ク付 け され て い る の で あ る。 つ ま り、 ダ

シ ュ ・テ ムル は、永 寧 王 の 称 号 が兄 の 昌童 、 そ して 、バ ヤ ン ・テ ム ル へ継 承 され

る問 、 それ と同 ラ ン クで あ る無 国 邑名 、封 号 な しの 王 と して 、厳 然 と力 を持 って

い た こ とに な る。 それ は、 こ こで取 り上 げ た 「正 宗 弘 法大 師 大 名僧 録 慶 公 功 行 之

碑 」 で も明 確 で あ り、彼 は、少 林 寺 を対 象 に 、令 旨 を発 す る権 限 を有 して いた こ

とが わか る。 この令 旨が発せ られ た1304年 、永寧 王 は 、昌童 が まだ生 存 して い た

の か 、次 の バ ヤ ン ・テ ムル に継 承 され て い た の か明 らか で は ない が 、 ともあれ 、

永 寧 王 は存 在 した はず で あ る。 ダ シ ュ ・テ ムル は、 モ ゲ家 の本 家 で あ る永寧 王家

とは全 く別 に令 旨 を発 す る力 を有 して い た と考 え られ る。

前 述 の ③ の記 事 を、屠 寄 は ダ シ ュ ・テ ムル が 永 寧 王 を継 い だ根 拠 の 一 っ と した

が 、事 実 は そ うでは な い。彼 は 、 昌童 の 河 南府 五 戸 糸糸をす べ て 受 け継 い だ わ けで

は な く、 この記 事 にあ る よ うに 、 あ くま で 「分 給 」 され た ので あ る。 これ は何 を

13『 元 史』 巻108
、 諸 王表 、金 印駝 紐 の無 国 邑名 に 「帖 失 帖木 児 、 大徳2年 封 」 とあ る。 屠 寄 は 、

これ は 『元 史』成 宗本 紀 、大徳4年 正月 癸 卯 の 「賜 諸 王塔 失鉄 木 而金 印 」 とい う記 事 に対応 す る

が 、 諸 王表 の 大徳2年 は 誤 りで、 本紀 の 大徳4年 が正 しい と してい る
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意 味 して い るの で あ ろ うか。 お そ ら く、か つ て彼 らの 父モ ゲ に 与 え られ た 投 下領

で あ る河 南府 路 が、 こ こに至 って兄 弟 で 細 分化 され た こ とを表 して い るの で あ ろ

う。

大 カ ア ンか ら与 え られ た 投 下領 が 再 分割 され た こ とを示 す 史料 はそ う多 くは な

い が、 これ ま で に も、 山西 地 方 の平 陽 路 が チ ン ギ ス ・カ ンの 長子 ジ ョチ の 一族 に

よって細 分 化 され て い る例14、ジ ョチ ・カサ ル 家 に与 え られ た江 南 投 下領 で あ る信

州 路 が 、そ の後 、一族 の者 に 再分 割 され て い る例15、 そ して 、チ ャガ タイ家 の華 北

投 下領 で あ る太 原 路 内 で も、 現在 の太原 市北 西 の 静 楽県(元 代 の管 州)が ア ジ キ

の、そ の北 東 の楊 興郷 一 帯 がチ ュベ イ ー族 の分領 で あ った 例ihな どが確認 され て い

る。

この河 南府 路 も、永寧 王 家 は、 「正 宗 弘法 大 師大 名僧 録 慶公 功行 之 碑 」の 「伯顔

帖 木 児 王 旨」 が 白馬 寺や 奉 先 寺 を対 象 と して い るの で 、い か に もモ ゲ ー族 の 「本

家 」 ら しく、路 の 中 心部 洛 陽 一帯 に分領 を有 して お り、無 国 邑名 ダ シ ュ ・テ ムル

は、 こち ら も 「分 家」 ら しく、河 南府 路 の 中心 か ら見れ ば東 の はず れ 、少 林 寺 の

あ る登 封 県 に分 領 を有 して いた ので は な いだ ろ うか。 第4代 カア ン、モ ンケの 治

世 の丁 巳年(1257)、 モ ゲが給 され た河南 府 路 の戸 数 は 、『元 史』食 貨志 に よれ ば 、

5,552戸 で あ った とい う。 ダ シュ ・テ ムル が 「分給 」 され た 戸数 は 知 る よ しもない

が 、彼 の金 印 が 永寧 王 と同格 で あ る こ とか ら、 ほ ぼ 二分 した の で はな い か と推 測

され よ う。

前述 した 細 分化 の例 の 一っ 、 ジ ョチ ・カサル 家 の江 南投 下領 信州 路 で は、 与 え

られ た 戸数 の うち 、傍 流 の 柏木 児 に408の 戸 数 が分 け与 え られ た とい う。ジ ョチ ・

カサル 家 の信 州 路分 与 が3万 戸で あ るこ とを思 えば 、ず い ぶ ん と少 な い。この 「諸

王 柏木 児 」 は 、 宗室 世 系 表 で も 「伯木 児 王 」 とな っ てい るが 、 この ま まで は原 音

が連 想 しに くい。 何 か 字 を脱 して い る可 能性 があ ろ う。 諸 王表 の第5ラ ンク、金

鍍銀 印 駝紐 の 無 国 邑名 の 項 に 「伯 帖木 児 大 王 」 とい う人物 が 見 え る。 た また ま前

節 で話 題 に した 昌童 の 子 と して宗 室世 系 表 に記 され て い る諸 王 と同名 で あ るが 、

実 は これ が、信 州 路 に408戸 を与 え られ た ジ ョチ ・カサル 家 の 「諸 王柏 木 児」 「伯

木児 王 」 では な いだ ろ うか。 つ ま り、 「帖 」 を脱 してお り、正 しくは 、バ イ ・テ ム

ル とい うこ とで あ る。 とす れ ば、彼 が本 来 第1ラ ン クで あ る王 号 斉 王 を持 つ ジ ョ

チ ・カ サル 家 の 中 で、傍 流 と して 無 国 邑名 の王 、 しか も第5ラ ンク とい う低 い ラ

ンク に位 置 づ け られ て い た とい うこ とにな り、 そ うな る と戸 数 の少 な さ と整 合性

14岩 村 忍 「元 朝 の制 度 ・封 建 的領 地制 度 」『モ ン ゴル 社 会経 済 史研 究』 京 都 大学 人 文科 学研 究所
、

1968年 、pp.401-469。

15杉L]正 明 「八 不沙 大 王 の令 旨碑 よ り」『モ ン ゴル帝 国 と大元 ウル ス』
、P.226(原 載 は 『東洋 史研

究』52-3、1993年)。

1G村 岡 倫 「モ ン ゴル 時代 の右 翼 ウル ス と山西 地方 」 平成12～13年 度 科学 研 究 費補 助 金 ・基盤 研 究

(B)(1)報 告 書 『碑 刻 等 史料 の総 合 的分 析 に よ るモ ン ゴル 帝国 ・元朝 の 政治 ・経 済 シ ステ ムの 基礎

的研 究』(代 表:大 阪 国際 大学 教授 松 田孝一)、2003年 、P.!65注19。 な お 、 この太 原 路 内の チ

ャ ガ タイ家 諸 王 に よ る分 割 は 、当研 究班 の メ ンバ ー で もあ る松 田孝 一 の 見解 で あ る。この 見解 は 、

上記 、 平成12～13年 度 科研 費 によ って 行 な った 、2000年 夏 の調 査 の際 に 、松 田 と私 が 中国 山 西

省陽 曲県楊 興郷 史家 庄 を訪 れ参 観 した 帖 木児 塔 の碑 銘 が 根拠 とな って い る。帖 木 児塔 の碑 銘 に つ

い ては 、松 田孝 一 「チ ャ ガ タイ 家 千戸 の陳 西 南 部駐 屯軍 団(補 遺)」 『国際研 究論 叢』(大 阪 国際

大学)16-2、2003年 、 参照 。
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があ る と言 え よ う。

他 の例 も含 め て 、無 国 邑名 の 持つ 意 味 合 い は今 後 も検 討 が 必 要 で あ るが、 あ く

まで 一つ の 可 能性 と して 、 あ る国 邑の名 を有す る王 家 の 中 に あ って 、 そ の傍 流 が

分 家 と して 正 式 に成 立 す る際 に有す る称 号 が 、 この無 国 邑名 で あ った の で はな い

か とい うこ と、第1ラ ンクの 金印 獣紐 か ら最 下位 で あ る第6ラ ン クの銀 印亀紐 ま

で、す べ て の ラ ン クに無 国 邑名 が存 在 す るの は 、そ の 「本 家 」 か ら分 け与 え られ

た戸数 が反 映 して い るの では な いか とい うこ とを ここで指 摘 してお きた い。

Nそ の後の永寧王家

そ の後 の永 寧 王家 に関 して 、『元 史』 巻130、 阿魯 渾薩 理 伝 附岳 桂伝 に 、

(至順2年 一1331)時 有 証 告富 民負 永 寧 王官 幣銭 八 百余 錠 者 、中書 遣使 諸 路 徴

之。

とあ る。 屠 寄 は 、 ここで 言 う永 寧 王 も、バ ヤ ン ・テ ムル の 時代 に近 い 人物 で はあ

るが 、 しか しな が ら至順 の 初 めに は鮒馬 卯 澤 が永 寧 王 に封 じられ てお り17、そ れ を

考 えれ ば 、阿 魯 渾薩 理伝 で言 う永 寧 王 はモ ゲの 後喬 で は ない と した。

それ は 、『元 史』 諸公 主表 に 、

完 者 台公 主 、適 永寧 王 卯澤 。

また 、『元 史』 巻37、 寧宗 本 紀 、至順3年(1332)8月 乙卯 の条 に 、

諸 王卯 澤 妃公 主完者 台 。

とあ り、 卯 澤 は 、完 者 台公 主 、っ ま りチ ンギ ス ・カ ンー族 の女性 を嬰 っ て い る以

上 、チ ンギ ス ・カ ンの子 孫 では な く、ど こか の鮒 馬家 の者 と考 えた か らで あ ろ う18。

卯 澤 の 出 自は不 明で あ る。 上 記 の寧 宗 本 紀 に は 、完 者 台公 主 と共 に 恩 賜 を受 け

る人物 と して 「諸 王 丑 漢 妃公 主 台 忽都 魯 」 とい う名 も見 え 、 ここ に記 され て い る

丑漢 が 、チ ン ギス ・カ ンの妻 ボル テ の弟 で 、コン ギ ラ ト部 の 首領 で あ っ た アル チ ・

ノヤ ンの 子 孫 とわ か って い るの と対照 的 で あ る。 紐 漢 は 、仁 宗 ア ユ ル バル ワダ即

位(1311)ま もな くの 頃 、台忽 都 魯公 主 を嬰 り、皇 慶 元年(1313)に は 、第3ラ

ン ク金 印駝 紐 の永 豊 郡 王か ら第2ラ ン ク金印 蠣紐 の安遠 王 に 改封 され た(『 元 史』

巻118、 特 醇禅 伝 、巻108、 諸 王表)。
一 方
、 卯澤 が永 寧 王 に な った の は 、『元 史』 巻34、 文宗 本 紀 、 至順 元 年(1330)

閏7月 庚 辰 朔 の条 に、

封 諸 王 卯澤 為 永 寧 王 、授 金 印 、及 給 銀 字 円符 、 給駅 璽 書 、併 以所 隷 封 邑歳賦

賜 之。

とあ る よ うに、完 者 台公 主 を嬰 る2年 前 の至 順 元年 の こ とで あ った。

この 二 つ の王 号 を比べ てみ る とい くつ か の相 違 点 が 見 られ る。 まず 、紐 漢 は 、

17『 元 史』 巻108
、 諸 王 表 の永 寧王 の欄 には 「卯 澤 至順 元年 封 」 とある。

18チ ン ギ ス ・カ ン家 の 通婚 に 関 して は
、宇 野 伸 浩 「チ ン ギ ス ・カ ン家 の 通 婚 関係 に み られ る対称

的婚 姻 縁組 」『国 立民俗 博 物館 研 究報 告 別 冊』20、1999年 、 参 照。 チ ン ギ ス ・カ ン家 に は外 婚 制

が 存在 し、チ ンギ ス ・カ ン…族 同士 の婚 姻 は原 則 と して あ り得 ない よ うで あ る。宇 野 も屠 寄 が 正

しい とい う意 見 で あ る。永寧 王 で あ りな が ら、宗 室 世系 表 のモ ゲ家 の 系譜 に卯 澤 の名 が な い のは 、

そ うい う意味 が あ るの だ ろ うとい うこ とで あ った、,
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公 主 を癸 った こ とに よ り安遠 王 に改封 され たの だ が 、卯 澤 は公 主 を嬰 る前 にす で

に永 寧 王 に封 じられ てい た とい うこ と。 そ して 、安 遠 王 は 、 丑漢 が初 め て名 乗 っ

た 王号 で あ るの に対 して 、卯 澤 が 与 え られ た 永 寧 王 は、紛 れ もな くモ ゲ家 が 昌童

～バ ヤ ン ・テ ムル と70年 ほ どに もわ た っ て使 用 して きた 王 号 であ る とい うこ と、

この2点 で あ る。い った いなぜ 永 寧 王位 が 、モ ゲ家 以外 の者 、ま してや チ ンギ ス ・

カ ンの どの系 統 に も属 さな い鮒 馬 家 の者 に与 え られ たの で あ ろ うか。

す で にII節 で挙 げ た 『元 史』 巻28、 英 宗本 紀 は、 至治3年(1323)に 、永 寧 王

バ ヤ ン ・テ ムル が不 法 を な した こ とを記 して い た。 そ の た め 、宗 正府 とカ ア ン近

侍 の 取 り調 べ を受 けた とい う。バ ヤ ン ・テ ムル の失脚 で は ない だ ろ うか。翌年 、『元

史』巻29、 泰 定帝 本紀 、泰 定 元年(1324)7月 庚 子 に は次 の よ うな記 事 も見 え る。

諸 王 伯顔 帖 木 児 出鎮 闊連 東部 。

この 「伯 顔 帖 木児 」 もす で に屠 寄 が 考 察 した よ うに 、永 寧 王 バ ヤ ン ・テ ム ル で

あ ろ う。屠 寄 は 、「闊連 」は 「闊 連海 子 」で あ り、現在 の 興安 嶺 方 面 に あ る フル ン ・

ノール(ダ ライ ・ノール)で あ り、チ ンギ ス ・カ ンの弟 ジ ョチ ・カ サル の 分 地 で

あ った とす るが 、 正 し くは、杉 山正 明 が 明 らか に した よ うに、 チ ンギ ス ・カ ンの

弟 で も、カ サル では な く末弟 の テ ム ゲ ・オ ッチ ギ ンの分地 で あ る19。バ ヤ ン ・テ ム

ル が なぜ遠 くフル ン ・ノール 東 部 へ の 出鎮 を命 じられ て い るの か は不 明 で あ るが 、

あ るい は、 前 年 の 「不 法 」 の罪 に よ る もの か。 この記 事 を最 後 にバ ヤ ン ・テ ム ル

は も とよ り、 モ ゲ家 の諸 王 ら しき人 物 の記 事 は 『元 史』 では 見 られ な くな る。 モ

ゲ家 は永寧 王位 を失 った ので あ ろ う。

そ して 、代 わ りに永 寧 王 に立 て られ た のが 卯 澤 で あっ た。前述 の 『元 史』巻34、

文宗 本 紀 、至順 元 年(1330)閏7月 庚辰 朔 の条 が記 す 、卯澤 の永寧 王 受封 の記 事 は 、

モ ゲ家 が有 して い た権 益 のあ らゆ る もの(金 印 、銀 字 円符 、駅 璽書 、封 邑の歳 賦)

を彼 が 受 け継 い だ こ とを こ と さ ら強調 して い る。

チ ン ギス ・カ ンー 族 の 王家 が 取 り潰 され 、 王 号 と投 下領 の権 益 が そ っ く りそ の

ま ま別 の者 に移 され て しま う、しか も、そ れ がチ ンギ ス ・カ ンー 族 の者 で はな く、

鮒 馬 で あ る者 へ。 この 事 実 は何 を意 味 して い るの で あ ろ うか。 卯 澤 が 公 主 の 夫 と

い うこ とで あれ ば 、結 局 は も とも と諸 王 の もの で あ った そ の投 下 領 の 権 益 が 、実

質 は カ ア ンの もの 、ひ い て は 中央 政府 の も の にな る、 とい うこ となの か も しれ な

い。 卯 澤 は 全 く出 自が わ か らず 、 さほ ど重 要 な人物 とは思 えな い。 そ の よ うな人

物 を永寧 王 に据 え る とい うの は、そ こに政 治 的 な配 慮 が な され てい な いだ ろ うか。

バ ヤ ン ・テ ムル の 不 法が 取 り調 べ られ た 至治3年(1323)7月 丙辰(26日)と

い うの は 、時 の カ ア ン、英 宗 シデ ィバ ラが 暗殺 され た南城 の変 が起 こ った8月 癸

亥(4日)の わず か1週 間 前 で あ る。バ ヤ ン ・テ ムル と この 事件 の関係 は全 く不 明

で あ る。 しか し、何 らか の 関わ りが あ っ た こ とは想 像 に難 くな い。 南 披 の 変 か ら

天暦 の 内乱(1328年)に 至 るま で の混 乱 の時 期 に、 バ ヤ ン ・テ ムル の永 寧 王位 剥

奪 と卯 澤 の受 封 が あ った。 これ に は 、 当時 の 政 治状 況 が 大 き く影 響 して い る こ と

19杉 山正 明 「モ ン ゴル帝 国 の原 像一 チ ンギ ス ・カ ン王 国 の 出現一 」『モ ン ゴル帝 国 と大元 ウル ス』、

P.44(原 載 は 「モ ン ゴル帝 国 の原 像一 チ ンギ ス ・カ ン の一族 分 封 を め ぐっ て一 」『東洋 史研 究 』

37-1、1978年)。
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が 十分 に考 え られ よ う。 ま た 、他 の 諸 王 に も果 た して同様 な例 が あ る のか 、今 後

も検討 す べ き課 題 で あ ろ う。

おわ りに

以 上 、 「正 宗 弘 法 大師 大名 僧録 慶 公 功行 之 碑」 を手 掛 か りに、 ク ビライの庶 弟 モ

ゲー 族 の 系譜 とそ の 投 下領 につ い て述 べ た。 同碑 に記 され て い るの は、 ほ ん のわ

ず か な 情報 で あ り、 今 後 の研 究 に 委 ね られ るべ き 問題 点 も少 な くない。 しか し、

モ ン ゴル諸 王 の投 下領 支配 の 一 例 と して、 貴 重 な情 報 を同碑 は提 供 して くれ た と

言 え よ う。

本誌 第1号 に も徳 永 洋 介 に よ る 「耶 律鋳 夫妻 墓 誌銘 」 の録 文 と訓 読 が掲 載 され

た が、 そ の うち耶 律鋳 の妻 「故 郡 主夫 人 奇 渥 温氏 墓 誌銘 」 に 、彼 女 が チ ンギ ス ・

カ ンの弟 テ ム ゲ ・オ ッチ ギ ンの 子 で あ る捏 木児 圖(ネ ムル ト)の 幼 女 で あ っ た と

記 され てい る20。『元 史』 宗 室世 系表 に は 、 この捏 木 児 圖 に つ いて 記 す と ころは な

く、 それ ど ころか 、『元 史』 全 体 で もそ れ ら しい人 物 は全 く見 当た らな い。 また 、

『集 史』、 あ るい は 『五 分 枝 』、『高貴 系 譜』 に も見 えな い。 しか し、 墓誌 銘 には 、

彼 女 が捏 木 児 圖 とい う人 物 の 娘 で あ り、 当時 、 オ ッチ ギ ン ・ウル ス の 当主 で あ っ

たオ ッチ ギ ンの 孫 タガチ ャル の従 妹 に 当た る こ とが 明確 に記 され て い る ので あ る。

捏 木児 圖 は間 違 い な く実 在 して い た。 この よ うに、他 で は見 えな い 人 物 の存 在 と

情報 を我 々 に与 えて くれ るの も、石 刻 資料 の 重要 な意義 と言 え よ う。

最 後 にモ ゲ 家 の 系譜 につ い て 、は な は だ不 十 分 で あ るが 、 わ か っ て い る こ とだ

けを系 図 で示 して お く。

モ ゲ

①(1260～)

チ ン トム

ェ ブ ゲ ン

ダ シ ュ ・テ ム ル

(無 国 邑 名)

ボ ラ ド

カ ザ ン

キ タイ

ココテ イ

シ ー リー ン(女)

フ メ ゲ ン(女)

②(1310頃 ～)

バ ヤ ン ・テ ム ル

③(1330～)

?… 卯 澤

※ ① ～③ は永 寧 王 の継 承順 。 モ ゲ の息 子 の長 幼 の順 は 『五 分枝 』 に よ った21。

『高 貴系 譜』 では 、チ ン トム 、ボ ラ ド、エ ブ ゲ ン、 ダ シ ュ ・テ ム ル の順22。

※ 『集 史』 トル イ ・カ ン紀 は本 文 でチ ン トムの 息子 を記 して い ない が 、表 の方

で カザ ン とキ タイ の2人 の 息子 のみ を記 して い る23。

(む らお か ひ と し 龍 谷 大 学)

20徳 永 洋 介 「『耶 律 鋳 夫 妻 墓 誌 銘 』 録 文 と 訓 読 」 『13
,14世 紀 東 ア ジ ア 史 料 通 信 』 第1号 、2004年 、

PP・6-70

21[Su`ab .f.129b]

[Mu`izz.ff.48b]

23[GTS'f」77b]
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